


アンケート集計結果 
 
 
 
 
 

自転車道                                                                          押歩きエリア 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

●歩行者・自転車利用者    ヒアリング調査+郵送回収（回収率 21.1％）・・・・・   501  
●自動車利用者        Web アンケート ・・・・・・・・・・・・ 206   
●バス運転手         アンケート   ・・・・・・・・・・・・   57   344 
●トラック運転手       アンケート   ・・・・・・・・・・・・  81        合計 845  
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自転車道の必要性について，自転車利用者で約8割，歩行者では約9割が「賛成」「やむを得ず賛成」との回答を得ました。また、営業車運転手につい

ても約7割から「賛成」「やむを得ず賛成」との回答を得ました。この結果より自転車道の整備による安全な通行環境の創出の改善策は有効であると考え

ます。なお、営業車運転手からは「混雑した」「自転車が多くなった」「合流しにくい」「普段と変わらなかった」等の回答がありました。 
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安全・快適性 
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自転車道の必要性 
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●バス・トラック運転手 
自転車道の必要性 

●自転車 

安全・快適性 
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歩道の歩きやすさ 

押歩きエリアの必要性について，自転車利用者で約 8 割，歩行者では約 6 割

が「賛成」「やむを得ず賛成」との回答を得たことにより，押歩きエリアの設置に

よる自転車の走行ルールの遵守の改善策は有効であると考えます。 
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歩道押歩きの必要性 
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安全性 
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※自動車利用者の回答は、月に1～2回、日中
（9:00～15:00）の利用が多いため参考とする 

※自動車利用者の回答は、月に1～2回、日中
（9:00～15:00）の利用が多いため参考とする 
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交通量調査結果（周辺交通量の推移） 
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周辺交差点の全体交通量は、車線削減の前後で増減はほぼみられません。車線削減の範囲である起終点の交差点（No.③、

No.④、No.ｄ）における交通量は、減少しているものの、国道 409 号における各交差点（No.①、No.②、No.⑥、No.ａ）の

交通量が増加しています。県道川崎府中のアンダーパス部を避け、国道409号を利用したものと想定されます。 

車線削減の範囲である起終点の交差点（No.③、No.④、No.ｄ）における交通量は、ほぼ変わりません。県道川崎府中のア

ンダーパス部を避け、周辺の道路（国道409号、県道川崎町田）を利用したものと想定されます。 

 京急川崎駅周辺地区通行環境改善計画では、県道川崎府中のアンダーパス部において、車線削減を伴う自転車道を設置することから、車線削減の前後で交通量調査を実施し、自動車交通への影響を調査しました。 

車線削減前：平成２４年７月１８日（平日）、２２日（休日）      車線削減後：平成２４年１１月２１日（平日）、２５日（休日） 

【調査年月日】 

社会実験前：平成24年7月18日（水）

社会実験中：平成24年11月21日（水）

12時間合計（7：00～19：00） 

【調査年月日】 

社会実験前：平成24年7月22日（日）

社会実験中：平成24年11月25日（日）

12時間合計（7：00～19：00） 

交差点交通量変化 休日 

  実験前自動車交通量（台/12ｈ） 

  実験中自動車交通量（台/12ｈ） 

交差点交通量変化 平日 

  実験前自動車交通量（台/12ｈ） 

  実験中自動車交通量（台/12ｈ） 
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交通量調査結果（渋滞長の推移） 
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車線削減区間の交差点のうち、No.③交差点では、朝・夕方の通勤時間帯において、国道 409 号方面に渋滞が発生しました。

No.3交差点の朝の渋滞では、京急川崎駅方面（直進）を起因とし国道409号方面に120mの渋滞が見られ、No.③～No.ｄ区間で

通過時間が約1分増加（信号1回分）しました。なお、No.3交差点の夕方の渋滞は、ラゾーナ方面（右折）を起因とする渋滞で

あり、短時間で解消されています。 

 

車線削減区間の交差点では、大きな渋滞長の増加は見られませんでした。 
No.③交差点では、ラゾーナ方面（右折）を起因とする渋滞はあるものの、車線削減区間を通過するための渋滞は見られませ

んでした。 

 

４ 


